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研究成果の概要（和文）：　神奈川県立歴史博物館本十王図に関連して、同じ図様を示す十王二使者図が小田原
市総世寺に所在することを近世の地誌を手がかりにつきとめ、熟覧と展示公開の機会を得た。また、中国明時代
初期の制作と推定できる総世寺本の画中山水図の描写が、室町時代前期作と思しき同図様の根津美術館本におい
ては、室町前期の宮廷絵師が手掛けた絵巻物を思わせる表現に変じていることから、神奈川県立歴史博物館本、
大徳寺本、海住山寺本、総世寺本などに類する将来十王図が、室町時代前期の段階で宮廷絵師が実見できる環境
に存在したことを指摘するなどした。

研究成果の概要（英文）：　Using a geographical record of the early modern period, I found out that a
 painting of two messengers and the Ten Kings was located at Sosei-ji Temple in Odawara City, 
Kanagawa Prefecture, and had the opportunity to view it and exhibit it. In addition, the depiction 
of landscapes in the Sosei-ji manuscript, which is estimated to have been produced in the early Ming
 dynasty of China, has been changed to a depiction reminiscent of an early Muromachi court painter's
 picture in the Nezu Museum manuscript, which is thought to have been produced in the early 
Muromachi period. I pointed out that court painters were able to see these pictures in the early 
Muromachi period.

研究分野： 中世絵画史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　従来ほとんど存在の知られていなかった総世寺本十王二使者図を見いだし、展示公開する機会を得たことによ
り、本図の美術史上および十王信仰史上における重要性が広く知られることとなった。なお、展覧会終了後に同
作品は神奈川県小田原市の指定文化財に指定されることが決まった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
 本研究は、鎌倉時代から南北朝時代の絵画作品の調査および関連文献の読解により、当該期の
各寺社附属の絵所（絵画制作工房）の並立状況を整理し、かつ各絵所に所属する絵師たちの相互
交流の具体相を明らかにすることを目的とする。分析の観点は次の 3 点。すなわち①図像（構図
や図様の概形など、絵手本として世代を超えて伝承されるもの）、②表現（細部の彩色や線描、
人物の顔貌など、絵師個人の特徴に帰されるもの）、③材質（絹や紙など発注者の社会階級によ
り質の優劣があるもの）である。 
上記の観点から調査研究を行い、紙形（由緒ある図像や絵手本）の伝領や、発注主体と絵師と

の関係などを明確にすることで、鎌倉時代から南北朝時代にかけての絵画史にかかわる人物と
文物の交流の具体相を考察し、ひいては絵画・彫刻・工芸の分野横断的考察により、この時代の
美術工芸史に新たな基盤を構築することを目標にする。 
 
 
 
２．研究の目的 
 鎌倉時代から南北朝時代の絵画作品の調査および関連文献の読解により、この時期の絵所（絵
画制作工房）の並立状況を整理し、かつ各絵所に所属する絵師たちの相互交流の具体相を明らか
にすることを目的とする。 
 上記を当初目的として研究を開始したが、新型コロナウイルスの流行により熟覧調査が実施
できない期間が長期にわたるなどしたため、研究対象の一部を変更して研究者所属機関の所蔵
作品を多く交えつつ、この時期の絵画作品の支持体や顔料についての画像情報を収集するこ
とを目的のひとつに加えた。 
 
 
 
３．研究の方法 
 画中の年記や附属品などから制作年の判明する作品を中心に研究対象を選定するとともに、
研究代表者が所属する機関が所蔵しあるいは寄託をうける作品についても、基礎情報の整理と
制作背景の解明に努める。実査に際しては本紙の法量測定や材質技法の目視による判断に加え
て高精細のデジタルカメラによる本紙の全図および部分拡大写真を撮影する。撮影の際には絵
画表現の細部が判別できる画像だけでなく、絹本絵画であればメジャーを写し込んで絹の織目
を撮影し、画絹の組成を相互比較できるデータを蓄積する。 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究の研究成果はおもに以下のとおり。 
 ・横浜市宝生寺本仏涅槃図について、図像が鎌倉市円覚寺本仏涅槃図や鎌倉市宝戒寺本仏涅槃
図に近似することを指摘し、淵源にあると考えられる円覚寺本仏涅槃図が鎌倉地域においてと
くに重要視され写すべき規範となっていたことを明らかにした。 
・遊行上人縁起絵巻の諸本のうち真光寺本について、巻 7 第 5 段、信州善光寺の舞台で念仏

をおこなう場面に錯簡があることを確認し、真光寺本が完成からほどなくして錯簡状態と
なった可能性を指摘した。 
・神奈川県立歴史博物館本十王図に関連して、同じ図様を示す十王二使者図が小田原市総

世寺に所在することを近世の地誌を手がかりにつきとめ、熟覧と展示公開の機会を得た。ま
た、中国明時代初期の制作と推定できる総世寺本の画中山水図の描写が、室町時代前期作と
思しき同図様の根津美術館本においては、室町前期の宮廷絵師が手掛けた絵巻物を思わせ
る表現に変じていることから、神奈川県立歴史博物館本、大徳寺本、海住山寺本、総世寺本
などに類する将来十王図が、室町時代前期の段階で宮廷絵師が実見できる環境に存在した
ことを指摘した。 
・小田原市総世寺において見いだした伝十三仏図（四仏図）に「常陽真康十九歳筆」と款

記があることから、鎌倉地域における初期の水墨画を考えるうえで重要でありながら出身
地や伝歴などが不明である仲安真康が、常陽すなわち常陸国に所縁を有する可能性を指摘
した。 
 ・神奈川県立歴史博物館本十王図に図像が近似する諸本、具体的には総世寺本（中国明時代、
14 世紀）、根津美術館本（室町時代、15 世紀）、西教寺本（高麗～朝鮮時代、14～15 世紀）、
建長寺本（室町時代、15 世紀）、能永寺本（室町時代、16 世紀）、神照寺本（室町時代およ
び江戸時代、15 世紀および 17 世紀）、大倉集古館本（江戸時代、17 世紀）などの熟覧調査
をきっかけに、通常の等倍程度の拡大撮影よりは高倍率で、なおかつデジタルマイクロスコ



ープよりは低倍率の倍率による写真撮影が支持体や顔料の質感を観察するのに適している
ことを実感するに至り、今後の調査研究手法について着想を得ることともなった。 
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